
電子サイレンキット
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２０１６年５月４日

エレ工房さくらい

　この度は電子工作キットをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。当

キットには下記の部品が梱包されています。万が一不足品や破損品がございまし

たら、お手数ですがエレ工房さくらいまでご連絡ください。

・プリント基板（約２×２ｃｍ） １枚

・Ｍ３０３３（電子サイレン　サウンドジェネレーターＩＣ） １個

・トランジスタ　　　２Ｎ３９０４（ＮＰＮ小信号汎用） １個

　　　　　　　　　　　２Ｎ３９０６（ＰＮＰ小信号汎用） １個

・１／８Ｗ炭素被膜抵抗　１ｋΩ １個

　　１／６Ｗあるいは１／４Ｗ小型タイプとさせていただく場合があります

・積層セラミックコンデンサ　１μＦ（１０５） １個

・電解コンデンサ　４７μＦ １個

・タクトスイッチ　（２Ｐｉｎ　プッシュＯＮタイプ） １個

・スピーカー　直径約５０ｍｍ　８Ω １個

・電池ボックス　単三×２本用　リード線付 １個

・ビニール被覆線　白・黒 各々約２０ｃｍ

回路図と回路の概要

　”Ｍ３０３３”は小さなトランジスタと同じ形のパッケージに納められた、「ヒュンヒュン

ヒュンヒュンヒュン」音の電子サイレン専用ＩＣです。ＩＣの出力だけでも、圧電サウン

ダならば直接鳴らすことができます。しかし、スピーカーで少し大きな音を出したい

場合、出力が十分ではありません。そこで本キットではトランジスタ２個を使って、Ｉ

Ｃの出力よりも大きな電流をスピーカーに流せるようにしています。

　ボタンを押すと”ＯＮ”になるタクトスイッチで、直接電源を入り／切りして、サイレ

ン音をＯＮ／ＯＦＦします。

　サイレンキットとは言っても、電源電圧は３Ｖ、スピーカーは直径５０ｍｍの小型の

ものですし、トランジスタも小信号用を使用していますので、実際の警報として使用

できるほどの大音量は出ません。スピーカー付きポケットラジオ程度の音量ですか

ら、「警報機」としてのご使用はご遠慮ください。

　模型への組み込みなど、自作を楽しむ上での「おもちゃ」としてご使用いただけ

ますよう、お願いいたします。

※「ウ～ウ～～ウ～～～」の様な、糸を引くようなサイレン音゛はありません。音を変

更することはできません。ご了承ください。



部品配置

工作
　プリント基板にシルク印刷のある側から各部品を差し込んで、裏面でランド（銀色

の金属部分）に部品のリード線をはんだ付けして組み立てます。

　シルク印刷は、１ｍｍ程ずれている場合があ

りますが、ご了承ください。

　まずは抵

抗をはんだ付けします。抵抗値（と許容誤差）

は、４本の色帯で表示されています。本キット

に使用している許容誤差±５％で１ｋΩの場

合「茶黒赤金」です。

　抵抗のリード線を、抵抗を取り付ける穴の間

隔に合わせて「コ」の字に曲げます。

　所定の位置（ジクザク線のマークの部分）に差

し込んで・・・

　裏側の銀色の部分にはんだ付けしてください。

リード線の余った部分は、ニッパで切り取ってく

ださい。（他の部品も同様です）

　次に積層セラミックコンテセンサとタクトスイッ

チをはんだ付けします。

積層セラミックコンデンサは３桁の数字で容量

を表示しています。本キットで使用する１μＦ

の場合１０５（１０×１０の５乗ｐＦ）です。

タクトスイッチは４本ピンあるいは５本ピンのタイ

プが一般的ですが、本キットでは工作しやすい

２本ピンタイプを使用します。基板に取り付ける

前に、右の写真下のように紙のテーピング部分

を切り離してください。

　ヒョロヒョロモヤシ配線は、後々ショート等のト

ラブルの元となります。写真のように基板にぴっ

たり付けるようにしてください。

　特にタクトスイッチは基板から離れていると、

グラグラしてしまい押しにくくなってしまいます。



　次に電子サイレンＩＣ「Ｍ３０３３」を取り付けま

す。ＩＣの３つの端子にはそれぞれ役割があっ

て、間違って取り付けてしまうと動作しないばか

りか、最悪の場合壊れてしまいます。

　Ｖｓｓは電源の－側、Ｖｄｄは＋側、ＯＵＴは音

信号の出力端子です。

　本キットでは専用のプリント基板を使用します

ので、所定の位置に正しい向きではんだ付け

すれば、間違った配線となってしまうことはあり

ません。

　ＩＣのリード線を少し横に広げて、左写真のよう

に基板に差し込んではんだ付けしてください。

　ＩＣのかまぼこ型のパッケージの平らな方が、

必ず積層セラミックコンデンサ側となるようにし

てください。

　次に２本のトランジスタを取り付けま

す。２Ｎ３９０４と２Ｎ３９０６の区別は、

平らな部分の捺印で判別します。少し

見難いですが、品名の捺印がありま

す。形は全く同じですから、間違えな

いよう、十分に注意してください。

　本キットで使用するトランジスタは、２

ＳＣ１８１５等とはピンの配置が異なり、

真ん中がベースとなります。

　取り付ける位置は、タクトスイッチ側が２Ｎ３９０

４、コンデンサ側が２Ｎ３９０６です。

　必ず平らな面が、２Ｎ３９０４はタクトスイッチ側

になるように、２Ｎ３９０６はコンデンサ側になる

ように差し込んで、はんだ付けしてください。

　次に電解コンデンサを取り付けます。電解コン

デンサは本体（アルミの筒）に被せたチューブ

に耐圧と容量の表示があります。　電解コンデ

ンサには＋と－の極性があり、逆に取り付けてしまうと、破裂の危険があります。

　長い方のリード線が＋、短い方が－です。本

体にも－側にマークがついています。　基板に

はんだ付けする際には、右の写真のように、タク

トスイッチ側が－となるようにしてください。

　電池ボックスからのリード線を基板にはんだ付

けします。＋の印刷がある方の基板の穴に赤の

リード線の銅線部分を、－の側には黒を、それ

ぞれはんだ付けしてください。間違えると回路が壊れてしまう可能性があります。

　スピーカーへの配線をします。ビニール被覆

線の両端の被覆をはぎ取って、中の銅線をより

合わせておきます。さらに、はんだをからげてお

くと次の作業が楽になります。

　スピーカーの端子に被覆線の一端をはんだ付

けします。＋と書いてある方の端子に白、－に

黒をはんだ付けします。

　リード線のもう一端を基板にはんだ付けして、

工作は終了です。

　

　ここで動作確認したいところですが、完成を急

ぐとミスを見逃してしまいます。はんだごての電

源を切って一休みして落ち着いてから、部品の

取り付け間違いやはんだ付け不良が無いか？

よく確認してください。ＯＫでしたら電池ボックス

に新しい単三乾電池２本を入れて、タクトスイッ

チを押してみましょう。

　「ヒュンヒュンヒュン」とサイレン音が鳴れば、無事に完成です。
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